
   
   
                   設計支援委員会結果報告書 
   
 平成１６年７月設計支援委員会に付議した、下記の施設整備事業について、結果を報告します。 
 
                           記 
                      

  

事 業 名 
（整備概要）

 岡山市城東台コミュニティハウス新築工事 
 

設計支援委員からの意見 具体化の結果・状況

○ 玄関の誘導ブロックについて、注意
喚起ブロックと誘導ブロックを組み合わ
せて使用してほしい。 
 
 
○ トイレのドアに男性用、女性用の区
別が触ってできるようなプレートを設置
してほしい。  
 
 
 
○ 和室の腰掛け段差の高さが床面か
ら35cmであるが、低いのではないか。 
  また、手摺り位置は適当であるか。 
 
 
 
○ 高齢者用のユニバーサルシートを
多目 的トイレに設置してはどうか。 
 
 
 

→ ご指摘のとおり注意喚起ブロックと誘導ブロ
ックの組み合わせで配置し、事務室前まで誘導
する。（写真有り） 
 
 
→ 事務室前に点字つき館内案内板を掲示して
あるので、ここでトイレの位置を確認していただ
きたい。 
  トイレのピクトサイン（点字併用）を床 から約
1.2ｍ程度の位置に設置します。 
 
→ 高すぎると敷き台が必要となり、また、障害
の程度により使い勝手が異なるが、３５cmとしま
す。 
  地元代表者に相談した結果、当初案のとお
り手摺りは柱の外側、内側に1か所ずつ設置し
ます。（写真有り） 
 
→ 検討した結果、従来どおりベビーシートを設
置します。 
 
 
 

設計支援委員からの意見 具体化の結果・状況

○ 多目的トイレのトイレットペーパーのホルダ
ーの位置が適当であるか。 
  また、鏡を手洗い場のところに設置してほし
い。 
 
○ 和室の入り口の畳の下にスペースを設けて
ほしい。車椅子のステップが前に出ているの
で、畳の近くに寄ることができる。 
 
○ 廊下にテーブル・椅子を置くと、通路が通り
づらくなるのではないか。 
 
 
 
○ 駐車場が2台分となっているが、他に駐車で
きるスペースはないのか。 
 
 
 
 

→ トイレットペーパーのホルダーの位置は当
初の位置とします。   
  また、鏡を手洗い場のところに設置します。 
 
→ スリッパ等を入れることを考慮して、奥行き
20～30cm程度のスペースを設けます。（写真
有り） 
 
→ 地元要望があり、簡単な食事をするた め
のものです。固定していないので、使用しない
ときには、端に寄せるなどします。 
 
 
→ 一般的にコミュニティハウスには駐車場を
設けないが、ここはスペースがあるので、当面
の間は置いていただくことは可能です。 
 
 
 

入り口から事務室まで点字 和室の入り口下に



 
入り口から事務室まで点字
ブロックを敷設。

和室の入り口下に
はスペースを設けて
います。 
又手摺を付けていま
す。


